これまでの経験・活動
西尾侑汰郎

〇アルバイト経験
・居酒屋ホールスタッフ　2017年5月～2021年3月
ドリンク作成・宴会管理・お食事の提供・在庫整理・材料発注・お会計・予約等電話対応

・水族館運営スタッフ　2020年6月～2021年3月
チケット販売・イベント担当(餌やりイベントなど)・ゲートでのチケット確認
　・インフォメーションセンターでのお客様対応

〇大学での実習経験
・遠泳実習　2017年7月
千葉県館山市の実習所での5日間の遠泳実習を行った。
遠泳の他に、救命実習・着衣泳・水質調査・船からの観測実習・漕艇訓練を行った。

・遠泳実習(実習補助として)　2018年7月
上記と同じく館山にて1年生の実習の運営補助として参加した。
　カッター部というボートを扱う部活に入っており、漕艇訓練の指導役、船の見張り、
　教授の補佐等を行った。このカッターというボートは元々館山にあるものではなく、
　東京のキャンパスから曳航※１にて持ってきたもので、館山までの行き帰りの曳航中の
　見張りも行った。また、実習中は船は停泊しているので、その間の転覆を防ぐため、
　2時間に一回の潮汐の確認と船を留めるロープの長さ調整も行った。

・乗船実習　2019年7月～8月
大型練習船による、約一ヶ月で本州を一周する乗船実習に参加した。
　ここでは、海上交通法や航路の作図などの座学に加えて、班に分かれて、ワッチ※2や
　天候・風向・風速確認、予定航路との整合性確認を船のブリッジ※3にて実際に行った。
　船は停泊中以外は24時間走り続けるため、0時-4時、4時-8時、8時-0時、のように
　4時間毎に交代して常に見張りがいる体制をとった。


〇大学での部活動
・カッター部　2017年4月～2021年3月
カッターは12人乗りのボートで、かつては救命艇に使用されていた。映画「タイタニック」で、上流階級の方が船から脱出する際に使用した大型ボートである。これを使用した
　2000ｍのレースが、11月の東日本大会(地域によって西日本大会)、6月の全国大会にて
　毎年行われており、大会に向けて週5日の練習と、長期休暇中は合宿をし、大会での優勝
　を目指した。残念ながら優勝は叶わなかったが、2018年全日本大会3位、2019年東日本
　大会準優勝という成績を残した。
　このスポーツは海上で行われるため、風向・風力・潮流によって大きく左右されるスポーツであり、その場の状況に素早く適応する能力を要される。また、オールも木製・プラスチック製と統一されておらず、会場のオールを速やかに使いこなす必要もある。

〇大学での研究活動
・沖縄県産ラン藻に由来する低分子化合物の探索研究　2020年４月～2021年3月
沖縄県久場海岸で2010年に健康被害が報告されたことが調査の始まりであり、調査の結果、M. Producensというラン藻に原因があるのではないかと考察され、以後このラン藻
　が持つ数々の化合物を解析し、特定する研究が行われた。
　私もその一部を担当させてもらい、新規の化合物を得ることに成功した。この化合物が、
　健康被害をもたらすものなのかを調べるため、マウスの白血病細胞に化合物を投下し、
　毒性があると発色する試薬を用いて毒性試験を行った。結果は弱毒性であったが、研究に少しでも貢献できたことを誇りに思う。

・マウスの白血病細胞と珪藻の培養　2020年2月～2021年3月
上記実験に必要なマウスの白血病細胞と珪藻の培養を担当していた。研究室の先輩に伺ったところ、珪藻は比較的培養がし易いものであったが、細胞は中々育たず、研究に支障をきたしていたそうだった。本来、先輩が培養を担当していたが、新型コロナウイルスの影響により、大学が一時登校不可となり、キャンパス内に属する寮に住んでいた私が培養に任命された。初めは苦労したが、細胞数は以前の400倍に増やすことに成功し、細胞を用いた実験を行えるまでにした。また、実験の際に細胞を器具を触れるが、そのストレスで死滅しやすいことにも気付けたため、培養中に器具で触る頻度を増やし、ストレス耐性を付けさせるなどした。
以上
※1曳航…動力のない船を動力船によって率いて航行すること。
※2ワッチ…船内での見張りを行うこと。船はブレーキが利きにくいため、早めに進路上の他船を見つける必要がある。
[bookmark: _GoBack]※3ブリッジ…船の操作・指令・見張り・観測などを行う場所。
